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過時間を算出する方法に比べて関心領域を設定する必要

がないため再現性が良く，局所的な時間の異常が容易に

判定できる点で優れていると考えられた．

20．HBs　Ag・RIAキット（固相法・トラベノール）の

　　基礎的検肘
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　2例を対象としたC．V．（％）は12．2％，17．2％と良好

　な結果が得られた．

6－b）同時再現性

　低濃度陽性検体5例を対象としたC．V．（％）は28．8～

　53．3％の間にあった．

　高濃度陽性検体4例を対象としたC．V．（％）は5．9～

　11．0％の間にあった．

7）他社キットとの相関

7－a）Ratio表示での相関係数は0．664（P＜0・01，　n＝33）

7－b）ng表示での相関係数は0・828（P＜0．01，　n＝16）と

　いずれも良好な結果が得られた．

　以上本キットでの定量的測定は可能であり，今後さら

に検討すべき必要性が有りうるものと考える．

　〈はじめに〉

　現在HBs抗原の測定にはRIAが最も感度が高く操作

も比較的簡便なため広く普及している．しかし判定方法

として陰性コントロール7本の平均値に2．1倍したカッ

トオフ値を境に陽性陰性の判定がなされている．HBs抗

原量の目安として検体のcpm値をカットオフ値で除し

たカットオフインデックスが使用されているが必ずしも

抗原量の多い検体のカットオフインデックスが高くなら

ない場合が有りうる．今回われわれはトラベノール社よ

りガンマコートHBs抗原キットを使用する機会を得た

ので報告する．

　〈結果＞

1．標準曲線の再現性

　各濃度にてC．V．（％）は6．5～45．2％であった．

2・Incubation時間の影響

　第1インキュベーション時間は2～3時間，第2イン

　キュベーション時間は20時間が必要である．

3．Incubation温度の影響

　第1インキュベーション温度は45℃，第2インキュ

　ベーション温度は各温度にて差は認められなかった．

4．回収試験

　4例を対象とした回収率は103．5～122．2％，77．2～

　89．1％，67．5～145．2％であった．

5・希釈試験

　高濃度検体血清は10倍以上，低濃度検体血清は2倍以

　上の希釈操作が必要である．

6．日差，同時再現性

6－a）　日差再現性

21．HAVAB・M　K“の使用経験
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　（はじめに）Dinabot社により開発されたHAVAB・M

kitはA型肝炎ウィルスに対するIgM抗体を検出する

キットであり，その使用経験につき報告する．

　（結果）基礎実験としてinter　aSSayにおけるCOUntSの

バラツキ，between　assayにおける再現性テストを行っ

たところ共に良好な結果を得た．

　B型肝炎を除く肝炎60例の急［生期血清を用いてIgM

抗体を測定した結果，22例がcut　off　index　1以上（max：

9．37min：3．85　X土S．D．：5．69±1．45）となり，これらを

A型肝炎と診断した．またcut　off　indexが1より小さい

ものが38例あり（max：0．71　min：0・27天±S・D・：0・37土

0．08），これらをnonAnonB型急性肝炎と診断した．

　今年度，当院を受診しA型肝炎と診断された4名に

っいてHAVAB－M　kitによりIgM抗体を経時的に測定

したところ4名中3名のものは初診時より10日以内に

cut　off　indexのpeakが発現し，その後2名のものは双

曲線的パターンで，他の2名のものは直線的パターンで

下降し，発症時から60日～180日間はIgM抗体を検出す

ることができた．

　過去4年間の急性肝炎の年度別型式分類を行ったとこ

ろ，S．52年は急性肝炎18例中1例，　S．53年は23例中4

例，S．54年は41例中11例，　S．55年は10月現在までに

33例中6例のA型急性肝炎が見つかっており・集計する
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